
■主催：日本経済新聞社　■共催：一般財団法人 あんしん財団　■後援：在日フランス大使館／アンスティチュ・フランセ日本、フランス商工会議所
■協力：大妻女子大学、関西大学 経済・政治研究所、AMAROK、AMAROK JAPAN、日本リスクマネジメント学会

※講演者・講演内容は事前の予告なく変更となる場合がございます。 あらかじめご了承ください。プログラム

開会あいさつ

シンポジウム趣旨説明、調査の概要について
亀井 克之氏 （関西大学社会安全学部教授／AMAROK JAPAN事務局長
　　　　　　　／アドバンスクリエイト 取締役）

中小企業経営者の健康マネジメント～日仏比較から
オリビエ・トレス氏（モンペリエ大学経営学部教授／AMAROK代表）

オーナー経営者・個人事業主のメンタルマネジメント～日仏比較から
尾久 裕紀氏（大妻女子大学人間関係学部教授／AMAROK JAPAN代表）

アントレプレナーシップと健康
ロイ・チュリック氏 （エラスムス大学 ロッテルダム校名誉教授）

「中小企業経営者の健康マネジメント」

［パネリスト］
オリビエ・トレス氏 
（モンペリエ大学経営学部教授／AMAROK代表）    

尾久 裕紀氏 
（大妻女子大学人間関係学部教授／AMAROK JAPAN代表）

ロイ・チュリック氏 
（エラスムス大学 ロッテルダム校名誉教授）

フロランス・ギリアニ氏
（モントリオール高等商業学院博士研究員／ 経営者と睡眠のスペシャリスト）

日本の中小企業経営者
田邉 朋子氏  
（アール・エム・アイ 代表取締役研究所長）

［モデレーター］亀井 克之氏 
                       （関西大学社会安全学部教授／AMAROK JAPAN事務局長／アドバンスクリエイト 取締役）

中小企業経営者の健康マネジメント
～日仏共同研究より～

シンポジウム
日本の中小企業数は全企業数の99.7%を占め、400万社を超えています（中小企業庁）。その中には経営者本人の求心力で会社が動いていること

も多く、経営者が心身の健康を損なうことは、企業経営ひいては企業の存続に大きな影響を与えることになります。しかしながら昨今の健康経営

や働き方改革の考え方は、従業員の環境ばかりを重視しがちで、経営者自身の健康に関する研究や取り組みはあまり進んでいないのが現状です。

そこで本シンポジウムでは、中小企業経営者の健康問題にいち早く着目し調査研究を行ってきたフランスのAMAROK（中小企業経営者健康問題支

援機構）と、日本のAMAROK JAPANが行った共同調査研究の成果を基に、中小企業経営者自身の健康マネジメントの重要性について、メンタル面

を中心に討議いたします。

パネルディスカッション

2018年11月16日◯金 13:00-16:30（開場12:30）
ハービスHALL（小） 150名 11月8日（木）定 員 申込締切会 場

参加料
無料

お申し込み多数の場合は抽選のうえ、当選の方に受講券メールをお送り
いたします。プリントアウトをしていただき当日お持ちください。

日経イベント＆セミナー 検 索

下記URLへアクセスして必要事項をご記入の上、お申し込みください。

お申し込み方法

問い合わせ先

http://esf.nikkei.co.jp/e/201811kenko/

「中小企業経営者の健康マネジメント」事務局
TEL：03-6812-8659（受付時間 10:00～12:00／13:00～17:00  土・日・祝日除く） 
 E-mail：kenko-keiei@nex.nikkei.co.jp

※当選の発表は受講券メールの連絡をもって代えさせていただきます。※ご記入いただいた
個人情報は、ご本人の承諾なく本シンポジウムの実施目的以外には使用しません。

14:35～15:05  講演①

15:15～15:35  講演②

15:35～16:05  講演③

14:00～14:15 16:15～17:30

14:15～14:35

・阪神「梅田駅」
　西改札より徒歩すぐ
・阪急「梅田駅」
　より 徒歩約12分
・JR「大阪駅」
　桜橋口より徒歩約2分
・JR東西線「北新地駅」
　西改札より 徒歩約4分
・地下鉄四つ橋線「西梅田駅」
　北改札より 徒歩すぐ
・地下鉄御堂筋線「梅田駅」
　南改札より 徒歩約5分
・地下鉄谷町線「東梅田駅」
　北改札より 徒歩約6分
※各ターミナルとも地下で連絡

【ハービスHALLへのアクセス】

大阪府大阪市北区梅田2-5-25
ハービスOSAKA B2F






